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・高校卒業年齢まで子どもの医療費助成を求める請願について

市 民 か ら の 請 願
不採択

・地域医療構想の実施にあたり、住民の声を反映させることを求める意見書について

議 員 提 出 意 見 書 案
原案
可決

・令和元年度府中市一般会計補正予算（第３号）について（基本構想策定業務委託料600万円を300万円に減額し歳入・歳出それぞれ1億4,466万円を計上）

原案
可決

修正
可決

・府中市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について（ごみ処理協力金を現在の負担額のままに定めるもの）

12月議会は、12月２日から12月16日までの15日間開き、議案13件、報告1件、意見書１件、請願１件を審議、議決しました。

令和元年度府中市一般会計補正予算案をめぐり議論沸騰！
主 な 議 案

12月議会

〇�新しいスタイルで「議員と語
る会（議会報告会）」を開催！

　11月５日から10日まで、市内
８会場で議員と語る会（議会報告
会）を行いました。今回は報告会
のやり方を一新し、コーディネー
ター（進行役）を置き、小グルー
プに分かれて感想や疑問を出し合
い、それをさらに全体でまとめる
進行スタイルで行いました。たく
さんの市民の皆さんにご参加いた
だきました。感謝申し上げます。
会場で出された感想やご意見をい
くつか紹介させていただきます。

議員と語ろう

〇
い
た
だ
い
た
感
想
よ
り

◆
議
員
の
報
告
の
み
の
一
方
通
行
で
な
か
っ
た
の
で
、
全

体
と
し
て
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

◆
大
変
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
も
っ
と
設
け
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
新
し
い
や
り
方
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
質
問
を
ど

の
よ
う
に
出
し
て
い
い
か
を
考
え
て
し
ま
う
時
が
あ
り

ま
し
た
。

◆
や
り
方
は
良
か
っ
た
で
す
が
、
こ
の
方
式
に
な
か
な
か

理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
残
念
で

し
た
。
議
員
の
方
々
は
て
い
ね
い
で
し
た
。

◆
市
民
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
市

政
及
び
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
活
動
や
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
報
告
し
て
欲
し
か
っ
た
。

◆
昼
の
時
間
に
し
て
く
だ
さ
る
と
、
女
性
の
参
加
が
も
っ

と
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
町
内
会
が
希
望
を
出
し
た
ら
出
向
い
て
く
れ
ま
す
か
？

勉
強
会
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
他
の
ご
意
見
ご
感
想
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。



公明党

加
か

島
しま

 広
ひろ

宣
のぶ

防
犯
対
策

　
　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
な
ど
の
特
殊
詐
欺
被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者

で
あ
る
。
市
民
の
方
の
財
産
を
守
り
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
殊
詐
欺
の
手
口
が
わ
か
る
よ
う
広
報
を
さ
れ
、
振
り
込
め
詐

欺
防
止
の
効
果
が
あ
る
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通

話
録
音
機
器
の
設
置
補
助
も
し
く
は
、
行
政
で
準
備

さ
れ
無
料
で
の
貸
与
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　

詐
欺
被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
今
後
、
導
入
を

含
め
検
討
し
た
い
。

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

保
育
所
の
給
食
費
無
償
化
と
療
育

　
　

10
月
か
ら
府
中
市
独
自
政
策
と
し
て
給
食
費
の
無
償
化
が
始
ま
っ

た
が
、
幼
稚
園
、
療
育
施
設
は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
対

応
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ら
の
施
設
で
は
給
食
の
扱
い
が
様
々
で
、
弁
当
持
参
の
ケ
ー

ス
も
あ
り
一
律
に
判
断
で
き
な
い
が
、
今
後
整
理
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
た
い
。

　
　

現
在
各
保
育
所
で
療
育
を
担
当
さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
限
界
と

の
現
場
の
声
も
大
き
い
。
公
立
の
療
育
施
設
を
早
急
に
検
討
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
の
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市民クラブ

芝
しば

内
うち

 則
のり

明
あき

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
制
定

　
　

条
例
を
制
定
し
て
、
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
我
が
町
・
我
が
地
域

の
人
・
物
・
環
境
の
地
域
課
題
を
解
決
す
る
組
織
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
結
び
つ
き
・
賑
わ
い
・
文
化
の
継
承
が
で
き
な
い
か
。

　
　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
地
域
の
課
題
を
市
民
と
共
有
し
協
働
で

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
行
政
と
し
て
は
、

町
内
会
を
含
め
地
域
組
織
の
在
り
方
や
市
全
体
の
地
域
づ
く
り
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
例
な
ど
を
参
考
に
、
町
内
会
と
も
連
携
し
、

今
後
検
討
す
る
。市民クラブ

土
ど

井
い

 基
もと

司
じ

「
公
文
書
管
理
条
例
」
の
制
定

　
　

２
０
０
９
年
に
公
文
書
管
理
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
国
民
の
財
産

で
あ
る
公
文
書
を
勝
手
に
廃
棄
・
改
ざ
ん
す
る
な
ど
の
事
件
が
国

で
相
次
い
で
い
る
。
府
中
市
で
も
、
２
０
１
４
年
に
市
長
の
職
員
時
代

の
通
勤
届
が
流
出
し
、
公
文
書
管
理
が
問
題
と
な
っ
た
。
個
人
情
報
流

出
防
止
対
策
は
進
ん
だ
が
、
条
例
化
や
専
門
家
に
よ
る
歴
史
的
公
文
書

認
定
な
ど
公
文
書
管
理
の
改
善
は
進
ん
で
い
な
い
。
現
状
を
伺
う
。

　
　

条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。
公
文
書
保
存
の
判
断
は
、
各
担
当

課
で
行
っ
て
い
る
。

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

厚
生
労
働
省
に
よ
る
再
編
統
合

病
院
名
の
公
表

　
　

公
表
後
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

公
表
の
中
に
府
中
市
の
２
病
院
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
て

い
る
。
府
中
市
民
病
院
は
平
成
28
年
に
急
性
期
病
床
50
床
を
回
復

期
に
転
換
、
北
市
民
病
院
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
に
転
換
す
る
な
ど

努
力
を
続
け
て
い
る
。
２
病
院
は
地
域
に
必
要
な
病
院
と
し
て
残
し
て

い
く
ス
タ
ン
ス
に
変
わ
り
は
な
い
。
今
後
は
病
院
機
構
と
も
連
携
を
と

り
「
福
山
府
中
圏
域
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
の
中
で
、
し
っ
か
り

議
論
し
、
医
療
提
供
体
制
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

公
共
施
設
の
更
新
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
３
２
９
あ
る
建
築
系
施
設
の
う
ち
、
築
後
30
年
以
上
を
経
過

し
た
建
物
が
半
数
近
く
も
あ
り
、
今
後
施
設
更
新
の
時
期
は
集
中

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
更
新
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
橋
梁
、

舗
装
、
市
営
住
宅
、
上
下
水
道
は
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
済
で
、

計
画
的
に
整
備
、
修
繕
等
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
建
築
系
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
個
別
施
設
計
画
策
定
に
向
け
た
職
員
向
け

の
説
明
会
を
開
催
し
、
早
期
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

創生会

広
ひろ

瀬
せ

 和
かず

彦
ひこ

町
内
会
要
望
の
取
り
扱
い

　
　

要
望
に
対
す
る
経
過
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
段
階
か
経
過
履
歴
が

残
さ
れ
て
い
る
の
か
。
特
に
人
事
異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

総
務
課
で
受
け
付
け
し
た
要
望
書
は
各
担
当
課
へ
送
り
一
カ
月
を

期
限
と
し
要
望
元
へ
回
答
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
期
限
ま
で
に

回
答
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
全
て
把
握
出
来

て
い
な
い
。
人
事
異
動
時
の
引
継
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
な

い
と
い
っ
た
ご
指
摘
も
あ
る
が
未
処
理
の
事
案
な
ど
後

任
に
経
過
等
の
引
継
書
で
引
継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。

創生会

安
やす

友
とも

 正
まさ

章
あき

三
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

三
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
計
画
と
そ
の
予
算
案
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

旧
三
玉
医
院
施
設
を
活
用
し
た
上
下
町
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア

拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
９
月
末
に
基
本
設
計
業
務
が
完

了
し
た
。
４
、
５
階
を
減
築
し
て
建
物
の
軽
量
化
を
図
る
と
共
に
必
要

な
補
強
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
改
修
費
用
は
、
３
億
６
５
０
０
万
円
、

財
源
は
空
き
家
対
策
総
合
事
業
で
半
分
が
国
庫
補
助
の
適
用
、
残
り
を

過
疎
事
業
債
適
用
と
し
、
最
終
的
な
市
の
持
ち
出
し
額
は
５
５
０
０
万

円
程
度
と
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

Q  A   Q  A   Q  A   Q  

A   Q  A   Q  A   

創生会

三
み

藤
とう

 　毅
つよし

公
共
施
設
更
新
問
題
に
対
す
る

取
り
組
み

Q  A   Q  A   Q  A   

12
月
５
日
、
６
日　

14
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   



　
　

府
中
市
埋
立
セ
ン
タ
ー
の
残
余
容
量
調
査
で
、
埋
立
可
能
年
数
が

約
８
年
と
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
処
分
場
の
確
保
に
向
け

た
計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　

埋
立
セ
ン
タ
ー
は
、市
民
生
活
を
支
え
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
あ
り
、ご
み
処
理
広
域
化
の
取
り
組
み

と
並
行
し
て
、早
急
に
考
え
て
行
く
。埋
立
ご
み
の
減
量
化
に
よ
り
、現

在
の
処
分
場
の
延
命
を
図
り
な
が
ら
、来
年
度
以
降
、調
査
・
研
究
に
入

り
た
い
。

創生会

福
ふく

田
だ

 　勉
つとむ

芦
田
川
の
土
砂
撤
去
と

樹
木
の
伐
採

　
　

昨
年
７
月
豪
雨
で
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
や
樹
木
の
伐
採
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
、国
交
省
に
よ
り
樹

木
伐
採
及
び
河
道
掘
削
を
実
施
し
て
い
る
。現
在
、下
流
の
福
山
市

か
ら
順
次
実
施
し
て
お
り
令
和
元
年
10
月
末
時
点
で
樹
木
伐
採
は
全
体

の
約
７
割
、河
道
掘
削
は
全
体
の
約
５
割
が
実
施
済
み
で
あ
る
。令
和
２

年
中
に
樹
木
伐
採
と
土
砂
撤
去
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
要
望

を
し
て
い
く
。

創生会

山
やま

口
ぐち

 康
こう

治
じ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
導
入
で

有
害
鳥
獣
を
捕
獲

　
　

有
害
鳥
獣
の
中
で
も
、
猿
の
被
害
が
増
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

よ
る
有
害
鳥
獣
パ
ト
ロ
ー
ル
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

市
は
総
務
省
の
「
地
域
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
の
た
め
の
計
画
策
定
・
推
進

体
制
構
築
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
農
業
分
野
で
は
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
薬
散
布
や
自
動
収
穫
機
の
導
入
を
検
討
中
だ
が
、
鳥
獣
パ
ト

ロ
ー
ル
の
計
画
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
来
年
度
は
、
檻
の
中
に
鳥

獣
が
侵
入
す
る
と
セ
ン
サ
ー
が
反
応
し
て
メ
ー
ル
で
映
像
配
信
・
遠
隔

操
作
で
捕
獲
が
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
大
型
囲
み
檻
わ
な
の
捕

獲
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
進
捗
状
況
と
、
次
期
総
合
計
画
に
農
業
振
興

計
画
を
取
り
入
れ
る
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
伺
う
。

　
　

府
中
市
版
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
来
年
度
策
定
す
る
た
め
に
、
現

状
や
課
題
の
整
理
を
行
う
と
共
に
仕
様
書
の
作
成
等
を
実
施
し
て

い
る
。
次
期
総
合
計
画
へ
の
農
業
振
興
計
画
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
総
合
計
画
は
今
年
度
作
成
中
で
あ
り
、
農
業
振
興
に
係
る
部

分
も
し
っ
か
り
計
画
に
位
置
づ
け
る
予
定
で
あ
る
。

日本共産党

楢
なら

﨑
ざき

 征
まさ

途
みち

市
民
病
院
の
患
者
対
応
の
改
善

　
　

休
日
当
番
日
に
子
ど
も
が
熱
を
出
し
市
民
病
院
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
診
察
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
他
の
医
療
機
関
も
紹
介
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
対
応
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

今
回
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
件
に
つ
い
て
は
、
仮
に
診
察
で
き
な

い
と
し
て
も
、
他
の
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
と
い
っ
た
対
応
は
可

能
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
病

院
機
構
に
対
し
て
も
、
来
院
さ
れ
る
方
に
対
し
適
切
か
つ
丁
寧
に
対
応

す
る
よ
う
に
要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日本共産党

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

観
光
地
の
ト
イ
レ
設
置
、

整
備
は
急
務

　
　

広
島
県
は
外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
合
わ
せ
て「
ト
イ
レ
カ
ル
テ
」

を
作
っ
て
い
る
が
府
中
市
の
登
録
は
一
ヵ
所
の
み
と
少
な
い
。
ま

た
、
上
下
の
ま
ち
な
か
に
は
公
衆
ト
イ
レ
が
な
く
、
観
光
振
興
に
大
き

な
影
響
が
出
て
い
る
。
ど
う
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

旅
行
者
の
満
足
度
向
上
の
た
め
に
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
今
は
一
ヵ

所
だ
が
他
の
場
所
も
カ
ル
テ
に
登
録
し
て
い
き
た
い
。
上
下
町
の

場
合
リ
ピ
ー
タ
ー
の
減
少
に
も
つ
な
が
る
と
危
惧
し
て
い
る
。
当
面
、

来
年
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
し

て
い
き
た
い
。

創生会

森
もり

川
かわ

 　稔
みのる

埋
立
ご
み
処
分
場
の
確
保

Q  A   Q  A   Q  A   

創生会

丸
まる

山
やま

 茂
しげ

美
み

次
期
総
合
計
画
に

農
業
振
興
計
画
を

Q  A   Q  A   Q  A   

・�

府
中
市
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・�

府
中
市
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

非
正
規
職
員
は
何
人
か
。
ま

た
、
期
末
手
当
の
支
給
を
さ

れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
く
ら
い

の
人
件
費
増
に
な
る
の
か
。

　
　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
う
ち

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
移
行

が
想
定
さ
れ
る
該
当
者
と
し
て
は
、

今
年
度
当
初
の
職
員
数
で
い
う
と
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
第
１
号
会
計
年

度
任
用
職
員
の
職
員
数
が
１
７
６

名
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
第
２
号
会
計

年
度
任
用
職
員
の
職
員
数
が
95
名
、

合
わ
せ
て
２
７
１
名
で
あ
る
。
人

件
費
へ
の
影
響
は
、
現
時
点
で
調

整
中
で
あ
り
確
定
し
た
も
の
で
は

な
い
が
、
概
算
で
令
和
２
年
度
の

予
算
の
枠
と
し
て
約
８
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
は
さ
ら
に
４
千
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
　

来
年
度
か
ら
は
退
職
金
も
支

払
わ
れ
る
制
度
と
な
る
中
で
、

今
後
の
採
用
の
基
準
に
変
化
が
あ

る
の
か
。

　
　

現
在
臨
時
・
非
常
勤
職
員
で

任
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
引

き
続
き
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し

て
任
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
現

状
ど
お
り
、
選
考
に
よ
る
採
用
を

行
う
。

・�

令
和
元
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
事
業
業
務
委
託

料
５
０
０
万
円
を
具
体
的
に
ど
う

使
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

大
き
く
分
け
て
３
つ
の
事
業

を
考
え
て
い
る
。

　

１
つ
目
は
聖
火
リ
レ
ー
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

の
参
加
機
運
の
醸
成
の
た
め
の
費

用
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
５
月
19
日
に
実
施
す

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー

は
、
12
月
半
ば
以
降
に
は
聖
火
ラ

ン
ナ
ー
の
氏
名
と
市
内
の
コ
ー
ス

詳
細
ル
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
決
定
し
た
コ
ー
ス
を
示

し
た
広
報
チ
ラ
シ
の
作
製
・
配
布
、

ぐ
る
っ
と
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
、

市
役
所
や
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

の
パ
ネ
ル
展
示
や
動
画
を
流
す
な

ど
の
取
り
組
み
を
し
て
機
運
の
醸

成
を
図
る
。
ま
た
、
リ
レ
ー
当
日

に
数
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必

要
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
折
り
込

み
チ
ラ
シ
等
、
募
集
の
た
め
の
経

費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
メ
キ
シ
コ
及
び
パ
ラ

グ
ア
イ
選
手
団
と
の
交
流
の
た
め

の
費
用
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
選

手
団
は
福
山
市
、
尾
道
市
、
神
石

高
原
町
、
府
中
市
で
事
前
合
宿
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
月
、
メ
キ
シ
コ
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
府
中

市
に
来
て
い
た
だ
き
、
府
中
市
の

子
ど
も
達
と
交
流
す
る
機
会
を
設

け
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も
積
極

的
に
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え
て

お
り
、
そ
の
際
の
バ
ス
の
借
り
上

げ
、
通
訳
の
手
配
、
応
援
グ
ッ
ズ

の
作
製
費
用
を
考
え
て
い
る
。

　

３
つ
目
が
府
中
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
交
流
の
た

め
の
費
用
で
あ
る
。
府
中
市
に
ゆ

か
り
が
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
の
可
能
性

が
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る

た
め
、
懸
垂
幕
の
作
製
や
、
実
際

に
選
手
を
招
い
て
の
講
演
会
・
体

総
務
文
教
委
員
会

Q  AQ  A予
算
特
別
委
員
会　

総
務
文
教
分
科
会

Q  

A

委
員
会
・
分
科
会
で
の
審
議
　



験
会
な
ど
の
実
施
費
用
を
考
え
て

い
る
。
仮
に
府
中
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
く
こ
と
が

難
し
い
場
合
に
は
、
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
企
業
に
属
し
て
い

る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
て

の
交
流
会
も
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

・�

令
和
元
年
度
府
中
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て�（
原
案
可
決
）

　
　

出
産
育
児
一
時
金
が
１
６
８

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
出
生
数
が
増
え
て
い
る
の
か
。

　
　

昨
年
度
の
出
生
数
が
１
７
５

人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
５
年

間
の
数
値
を
統
計
的
に
見
る
と
、

１
９
０
か
ら
２
３
０
人
の
間
で
推

移
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
体
的
な
人
口
減
に

伴
っ
て
出
生
数
も
微
減
の
傾
向
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
要
因
の

分
析
は
十
分
に
は
で
き
て
い
な
い
。

・�（
継
続
審
査
中
議
案
）
請
願
第

１
号　

高
校
卒
業
年
齢
ま
で
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
を
求
め
る

請
願
に
つ
い
て�

（
不
採
択
）

（
閉
会
中
の
審
査
の
中
で
取
り
ま

と
め
た
質
問
事
項
に
つ
い
て
、
本

委
員
会
に
お
い
て
執
行
部
か
ら
回

答
を
受
け
た
。）

議
員
間
討
議

　
「
追
加
を
含
む
３
千
人
以
上
の

署
名
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止

め
る
。」「
追
加
と
な
る
費
用
は
市

の
負
担
と
な
り
、
市
民
の
税
負
担

が
増
え
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
本
当
に
最
優
先
と
す
る
事
項

な
の
か
。」「
負
担
増
を
理
由
に
施

策
の
実
施
が
困
難
だ
と
い
う
理
由

で
あ
れ
ば
、
ど
の
施
策
も
同
じ
。」

「
本
請
願
が
高
校
生
の
支
援
に
対

す
る
考
え
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
。」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
継
続
審
議
の
動
議
が

出
さ
れ
た
が
、
起
立
少
数
に
よ
り

否
決
さ
れ
た
。

【
反
対
討
論
】

　

高
校
生
家
庭
へ
の
有
効
な
支
援

策
に
つ
い
て
、
ニ
ー
ズ
調
査
が
必

要
で
は
な
い
か
。
義
務
教
育
年
代

ま
で
の
子
育
て
支
援
策
を
今
後
も

拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
中
で
、
毎
年
発
生
す
る
追
加
予

算
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が

必
要
で
あ
り
、
現
在
、
そ
れ
が
最

重
要
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
状

況
で
は
な
い
。
国
に
対
し
て
は
全

国
統
一
で
医
療
費
助
成
の
基
準
を

つ
く
り
、
底
上
げ
を
し
て
い
く
よ

う
に
さ
ら
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　

今
回
署
名
を
出
さ
れ
た
多
く
の

皆
さ
ん
の
声
に
応
え
る
た
め
、
予

算
を
つ
け
る
よ
う
市
当
局
に
努
力

し
て
も
ら
い
、
子
育
て
支
援
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
あ
る
べ

き
道
筋
だ
と
思
う
。
今
回
ま
ず
採

択
を
し
て
市
の
方
に
考
え
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

・�

令
和
元
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

三
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
施
設

整
備
経
費
１
７
１
９
万
６
千

円
が
繰
越
明
許
費
と
な
っ
て
い
る

が
、
４
階
５
階
を
減
築
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
初
予
定
し
た
機
能
が

変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
総
事
業
費

は
い
く
ら
と
な
る
の
か
。

　
　

減
築
部
分
は
、
も
と
も
と
機

械
室
、
倉
庫
や
職
員
の
休
憩

室
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
機
能
に

つ
い
て
は
全
て
１
階
か
ら
３
階
を

使
う
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り

影
響
は
な
い
。

　

ま
た
、
総
事
業
費
の
う
ち
本
事

業
に
関
わ
っ
て
こ
れ
ま
で
予
算
化

し
て
い
る
事
業
費
は
、
基
本
設
計
、

実
施
設
計
及
び
水
道
工
事
費
の
合

計
で
約
２
０
０
０
万
円
と
な
る
。

こ
の
財
源
内
訳
は
、
国
庫
補
助
が

３
６
４
万
円
あ
り
、
こ
れ
以
外
に

つ
い
て
は
、
過
疎
事
業
債
を
適
用

す
る
。
過
疎
事
業
債
に
対
す
る
交

付
税
措
置
な
ど
を
除
い
た
一
般
財

源
は
約
７
０
０
万
円
と
な
る
。

　

加
え
て
旧
三
玉
医
院
施
設
の
改

修
費
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後

実
績
の
中
で
確
定
を
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
が
、
基
本
設
計
の
際
の

想
定
で
３
億
６
５
０
０
万
円
必
要

と
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
そ
の

う
ち
、
国
庫
補
助
、
過
疎
事
業
債

に
対
す
る
交
付
税
措
置
な
ど
を
除

い
た
一
般
財
源
は
約
５
５
０
０
万

円
と
な
る
。
総
事
業
費
は
、
先
ほ

ど
の
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
水

道
工
事
費
の
合
計
約
２
０
０
０
万

円
と
３
億
６
５
０
０
万
円
を
加
え

た
額
、
３
億
８
５
０
０
万
円
と
な

り
、
市
の
負
担
額
は
合
計
で
約
６

２
０
０
万
円
と
な
る
予
定
。
た
だ

し
、
駐
車
場
整
備
に
か
か
る
経
費

は
、
現
時
点
で
未
定
で
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
お
き
い
た
だ
き
た
い
。

・�

府
中
市
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て�
（
原
案
可
決
）

　
　

今
ま
で
特
別
会
計
で
あ
っ
た

も
の
を
、
企
業
会
計
へ
移
行

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

現
在
の
下
水
道
事
業
は
、
特

別
会
計
で
行
っ
て
お
り
、
収

支
の
区
分
は
歳
入
と
歳
出
の
み
で
、

経
理
方
式
は
単
式
簿
記
、
経
理
認

識
は
現
金
主
義
で
資
産
の
把
握
は

な
い
。
新
た
に
導
入
す
る
公
営
企

業
会
計
で
は
、
経
理
方
式
は
複
式

簿
記
、
経
理
認
識
は
発
生
主
義
と

な
り
減
価
償
却
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
原
価
や
資
産
の
状
況
把
握
が

容
易
と
な
り
、
経
営
状
況
、
財
政

状
況
な
ど
の
情
報
が
明
ら
か
に
な

る
こ
と
か
ら
、
施
設
や
下
水
道
管

渠
の
適
切
な
工
事
や
維
持
管
理
が

計
画
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

更
に
、
発
生
す
る
費
用
と
下
水
道

使
用
料
金
に
よ
る
収
入
の
バ
ラ
ン

ス
が
適
正
で
あ
る
か
と
い
う
判
断

も
容
易
に
な
り
、
下
水
道
事
業
の

経
営
の
健
全
化
を
図
る
と
い
う
目

的
で
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

・�

府
中
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

（
原
案
可
決
）

　
　

こ
れ
ま
で
ご
み
処
理
協
力
金

を
２
分
の
１
に
減
額
し
て
き

た
経
過
措
置
を
本
則
に
す
る
も
の

だ
が
、
今
後
、
ご
み
処
理
の
広
域

化
に
よ
り
、
処
理
費
用
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
可

能
と
な
り
、
そ
の
際
に
条
例
改
正

す
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。

　
　

ご
み
処
理
協
力
金
は
、
特
例

措
置
で
２
分
の
１
に
減
額
し

て
お
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
一
定

の
効
果
が
あ
り
定
着
し
て
い
る
と

い
う
現
状
認
識
で
あ
る
。
本
則
は

倍
額
で
あ
る
が
、
継
続
し
て
特
例

措
置
で
２
分
の
１
に
減
額
し
て
き

た
も
の
を
、
特
例
で
は
な
く
、
本

則
に
す
る
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ

る
。

・�

令
和
元
年
度
府
中
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
料

６
０
０
万
円
の
補
正
に
つ
い

て
、
日
程
的
な
制
約
が
あ
っ
て
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
の
か
。

　
　

今
年
６
月
に
府
中
天
満
屋
を

活
用
し
て
賑
わ
い
あ
る
ま
ち

を
創
出
す
る
た
め
に
、
新
た
な
魅

力
を
備
え
た
ま
ち
の
顔
と
な
る
拠

点
づ
く
り
に
つ
い
て
、
連
携
・
協

力
を
行
う
こ
と
で
覚
書
を
締
結
し

６
月
以
降
定
期
的
に
協
議
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
、
駅
周
辺
等
に
お

け
る
賑
わ
い
づ
く
り
創
出
の
実
現

に
向
け
て
、
内
容
を
整
理
し
協
定

書
を
締
結
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
協
定
書
が
内
容
的
に
煮

詰
ま
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
12

月
で
補
正
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　
　

ネ
ウ
ボ
ラ
に
限
っ
た
場
合
、

当
初
ど
の
程
度
の
予
算
を
想

定
さ
れ
て
い
た
か
。

　
　

ネ
ウ
ボ
ラ
に
限
定
し
た
費
用

は
、
計
画
ゾ
ー
ニ
ン
グ
、
平

面
レ
イ
ア
ウ
ト
、
パ
ー
ス
、
共
通

費
等
で
約
２
５
０
万
円
の
費
用
が

必
要
と
な
る
。

　
　

賑
わ
い
づ
く
り
創
出
に
よ
り

人
が
集
ま
り
、
府
中
天
満
屋

の
売
上
の
効
果
に
つ
な
が
る
。
こ

れ
は
、
一
企
業
へ
の
利
益
誘
導
に

な
ら
な
い
か
。

　
　

府
中
天
満
屋
の
２
階
の
一
部

を
活
用
す
る
目
的
と
し
て
、

ネ
ウ
ボ
ラ
の
よ
う
な
社
会
的
課
題

を
解
決
す
る
施
設
を
設
置
す
る
と

と
も
に
中
心
市
街
地
の
魅
力
を
高

め
、
駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
創
出
す

る
こ
と
を
、
官
民
が
共
同
し
て
行

う
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
と

い
う
観
点
に
お
い
て
、
お
互
い
の

強
み
を
掛
け
合
わ
せ
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
る
。
結
果
と
し
て
、
府
中

天
満
屋
へ
の
集
客
が
増
加
す
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
利
用
者
の

利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と

で
、
一
企
業
へ
の
営
業
支
援
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

基
本
構
想
策
定
に
よ
り
、
中

に
入
る
内
容
や
集
客
数
な
ど

が
分
か
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
市

長
と
し
て
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

　
　

今
回
の
議
論
の
中
で
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
何
も
し
な

い
で
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
と
ま

ち
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
、
教
育
、
子
育
て
、
高

速
通
信
網
の
整
備
、
駅
周
辺
の
賑

わ
い
と
い
う
の
は
大
変
重
要
な
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
駅
周
辺

の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
府
中
天
満

屋
の
大
改
修
と
い
う
こ
と
で
、
企

業
に
と
っ
て
は
相
当
重
い
判
断
を

さ
れ
た
中
で
の
４
０
０
０
平
方
メ

ー
ト
ル
を
超
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
譲

渡
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
天
満

屋
と
府
中
市
が
一
体
と
な
っ
て
、

駅
周
辺
の
一
帯
を
盛
り
上
げ
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。
今
回
の
予

算
は
、
そ
の
た
た
き
台
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

議
員
間
討
議

　
「
事
業
を
行
う
に
は
、
費
用
対

効
果
を
考
え
た
う
え
で
進
め
る
こ

と
が
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に
な

る
。
今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、
必

要
最
小
限
度
の
床
面
積
で
再
生
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
り
あ
え

ず
は
少
し
ず
つ
の
費
用
で
先
を
見

据
え
て
手
を
打
っ
て
い
く
と
い
う

手
法
が
合
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
自

分
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ

る
よ
う
な
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。」「
市
長
か
ら
府
中
天
満
屋

と
い
う
商
業
施
設
で
し
っ
か
り
府

中
市
の
賑
わ
い
の
た
め
に
頑
張
っ

て
整
備
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
意
気
込
み
も
伺
っ
た
。
市
民
や

議
会
も
含
め
一
緒
に
考
え
、
前
に

進
ん
で
い
く
よ
う
な
計
画
策
定
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
る
。」

「
こ
の
基
本
構
想
策
定
に
つ
い
て
、

議
会
か
ら
の
提
言
な
ど
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

厚
生
委
員
会

Q  A

予
算
特
別
委
員
会　

厚
生
分
科
会

Q  A

 
建
設
委
員
会

Q  A

Q  A予
算
特
別
委
員
会　

建
設
分
科
会

Q  A

Q  AQ  AQ  A



平成３０年度決算に係る事務事業に対する提言
所管常任
委員会 事務事業名 事務事業に対する提言 今後の方向性

総
務
文
教
委
員
会

行政情報発信事業 　「ひろおく便り」の視聴率は向上しており、一定の宣伝効果は出ているものと考える。番組の放送時間
等を市民に周知徹底したり、過去の放送をホームページ上で見ることができるように工夫したりすることで、
さらなる視聴率の向上に期待する。
　内容充実のために、アピールするポイントを明確にし、制作会社に情報・意図を的確に伝えること。また、
広報担当以外の職員においても、市内の情報についてアンテナを張り巡らせ、入手した情報のＰＲ方法
を常に意識されたい。

一部見直しのう
え継続すべき

市内企業と地方移住希望
者のマッチング事業

　集客数や参加者数といった数値目標の達成が移住促進という目的にどの程度寄与しているのか見えづ
らく、目標設定の妥当性に疑問が残る。関係人口の増加を計る指標を工夫し、事業が目的達成に向け
前進していることを説明できる必要がある。
　前提として、補助金ありきの事業となっていないか、本当に必要な事業なのかということについても再度
検討・整理されたい。

抜本的（事務事
業の統廃合等）
な見直しのうえ
継続移住・定住スタディツアー

事業
「英語力」リノベーショ
ン事業

　児童・生徒及び保護者並びに市民に対して、大学・高校入試まで見据えた事業としての実施意義の
周知徹底を図られたい。
　また、受験率１００％を目指して、より多くの子どもたちが受験にチャレンジする意欲を持てるような施策を
工夫されたい。

現状のまま継続
すべき

家庭教育支援事業 　「放課後の子どもの居場所づくり」の観点から、放課後児童クラブ等やコミュニティ・スクールも含めて、
事業のあり方を再構築されたい。
　また、放課後子ども教室の指導員確保及び親プロのファシリテーター養成・確保について、更なる予
算措置も検討の上、重点的に取り組まれたい。

一部見直しのう
え継続すべき

厚
生
委
員
会

子ども・子育て支援事業
計画

　計画策定にあたっては、アンケート調査から見えてくるニーズに応え、地域特性を活かした事業の構築
となるよう、他分野（産業・まちづくり・教育等）との横断的連携を十分図られたい。

一部見直しのう
え継続すべき

三玉プロジェクト 　改修に当たっては一定程度の制約はあるものの、建物を既に取得した状況もあり、最大限有効活用で
きるよう、寄附者の意向も汲み、抜本的見直しのうえ、費用対効果のある事業としていただきたい。　　
　また、目的からずれないよう進めていただきたい。

抜本的な見直し
のうえ継続

地域づくり活動事業 　社会福祉協議会への補助金事業であるが、現状では事業効果が上がっているのか、目標が達成で
きているかが見えてこないので、見えるような形をとっていただきたい。
　社会福祉協議会と常時連携をとりながら、今必要とされている福祉ニーズを速やかに受け取れる体制
をとり、地域福祉の推進を図られたい。

一部見直しのう
え継続すべき

医療体制確保事業 　医師の育成、新規医療機関開設等の増加をさらに推進すること。
　あらゆる方策を使って医療提供体制の整備に努められたい。

一部見直しのう
え継続すべき

湯が丘病院基本構想策定
事業

　医師や看護師の確保が困難な状況ではあるが、労働条件の改善をする等、努力を継続していだきた
い。
　老朽化した施設についても、時間的猶予がない中、今後どうしていくのか、更なるスケジュール管理を
行いながら、早急に検討委員会を設置し、より具体的な施策の決定に努められたい。

一部見直しのう
え継続すべき

建
設
委
員
会

市営住宅の適切なストッ
クマネジメント

　５０年以上経過した老朽住宅が増加し、解体及び長寿命化の改修工事を進めるため、生活基本計
画で市営住宅の方向性を明確にし、府中市営住宅長寿命化計画などによる判断基準に基づいて優先
順位を付け、事業を実施するなど、民間活用も含めて、適切なストックマネジメントに務められたい。

一部見直しのう
え継続すべき

就職・ＵＩターン促進支
援事業

　ＳＮＳなど情報発信の新規性を取り入れ、高校生・大学生・ＵＩターン者を引き付けるよう、府中市の魅
力発信を強化すると伴に、福山地方以外の地域で、市内企業の紹介や就職説明会を開催するなど、
積極的な取り組みに務められたい。
　取り組みの追跡調査等を実施してニーズを把握し、ニーズにあった取り組みへの転換も検討されたい。

一部見直しのう
え継続すべき

ＮＥＫＩを拠点とした首
都圏戦略

　物販部門について、収益の安定的な黒字化や府中市の特産品を広めるため、近隣市町と連携して
備後圏の特産品の販売を増やされたい。
　その際は、掛け率など差別化を検討されたい。
　飲食部門に力を入れ、採算がとれるようコストの見直しを行い、食材については、府中市内からの購入
を増やされたい。
　以上のことについて、事業主体である府中商工会議所と緊密な連携を図られたい。

一部見直しのう
え継続すべき

上下地域の観光振興事業 　角倉邸と翁座の改修など、今後は行政として補助するには限界があり、ＰＦＩ等民間活力を利用するよ
う検討されたい。
　上下地域の観光施設を活かすため、他にない企画で、お得感のあるイベントを展開し、稼ぐ事業にす
るため組織の充実を図られたい。

一部見直しのう
え継続すべき

農業関連地方創生事業 　新規就農のための人材育成とハード面の整備補助など、限られた予算の中で成功事例を作るべく資
源を集中し、更には、農業所得向上のため６次産業化の推進に取り組まれたい。また、農業従事者が
安心して経営できるよう鳥獣対策にも取り組まれたい。

現状のまま継続
すべき

請
願
第
１
号　

高
校
卒
業
年
齢
ま

で
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
求
め

る
請
願
に
つ
い
て

�
　
本
谷
　
宏
行

　

府
中
市
は
現
在
、
医
療
費
助
成

を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

高
校
生
へ
の
拡
大
は
、
府
中
単
市

の
負
担
が
毎
年
約
１
７
０
０
万
円

増
加
し
、
将
来
市
民
の
負
担
と
な

る
。
ま
た
、
実
施
自
治
体
に
お
い

て
も
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
て
お

ら
ず
そ
の
効
果
は
不
透
明
で
あ
る
。

必
要
な
高
校
生
支
援
と
は
何
か
を

総
合
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

議
会
と
し
て
高
校
生
と
の
意
見
交

換
会
を
計
画
中
で
あ
る
。

�

　
岡
田
　
隆
行

　

９
月
議
会
に
市
民
３
名
の
請
願

者
か
ら
２
千
名
を
超
す
要
望
署
名

を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
こ
の
請
願

の
重
み
を
考
え
る
と
き
、
高
校
卒

業
年
齢
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
の
支
援
は
重
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
そ
の
後
も
３
千
名
を
超
す
署

名
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
こ
そ
、
議
会
の
責
務
で
あ

る
。

�

　
水
田
　
　
豊

　

本
請
願
は
、
①
小
野
市
長
が
進

め
る
希
望
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
合
致
し
て
い
る
。
②
近

隣
自
治
体
が
す
で
に
実
施
し
て
い

る
政
策
で
優
先
順
位
は
高
い
。
③

予
算
的
に
も
年
間
１
７
０
０
万
の

負
担
増
で
で
き
る
政
策
で
あ
り
、

市
の
意
向
と
は
違
っ
た
と
し
て
も
、

市
民
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
議

員
、
議
会
の
役
割
で
あ
る
。

議
案
第
95
号　

令
和
元
年
度
府
中

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

・�

原
案
（
基
本
構
想
策
定
業
務
委

託
料
６
０
０
万
円
）

�

　
加
島
　
広
宣

　

選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
に

次
世
代
を
見
据
え
た
公
共
交
通
に

要
す
る
経
費
や
町
の
賑
わ
い
創
出

に
必
要
な
経
費
で
あ
る
。
府
中
駅

周
辺
の
賑
わ
い
を
考
え
る
と
き
、

立
地
的
利
便
性
や
交
通
の
結
節
点

で
あ
る
商
業
施
設
の
整
備
を
お
こ

な
う
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。

・�

修
正
案
１
（
基
本
構
想
策
定
業
務

委
託
料
６
０
０
万
円
を
０
円
に
）

�

　
岡
田
　
隆
行

　

子
育
て
に
ネ
ウ
ボ
ラ
は
大
切
で

あ
る
。
し
か
し
そ
の
設
置
場
所
は

天
満
屋
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

基
本
構
想
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
に
任
せ
る
委
託
料
も
６
０
０
万

円
と
高
額
。
根
拠
も
不
明
。
今
後

の
天
満
屋
２
階
の
改
修
費
や
維
持

管
理
に
必
要
な
運
営
費
の
見
込
み

も
市
民
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
に
丁
寧
に
意
見
を
聞
く
こ
と

こ
そ
大
事
と
考
え
る
。

・�

修
正
案
２
（
基
本
構
想
策
定
業

務
委
託
料
６
０
０
万
円
を
３
０

０
万
円
に
）

�

　
土
井
　
基
司

　

天
満
屋
２
階
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

は
、
公
共
施
設
・
機
能
の
再
配
置

と
連
動
さ
せ
て
、
議
会
や
市
民
と

十
分
に
協
議
し
て
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
定
の

ネ
ウ
ボ
ラ
以
外
の
構
想
に
関
わ
る

予
算
分
を
減
額
し
、
白
紙
に
戻
し

て
再
検
討
を
求
め
る
。

�

　
加
納
　
孝
彦

　

第
１
期
、
第
２
期
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
を
進
め
て
き
た
の
は

「
道
の
駅　

び
ん
ご
府
中
」
を
中

心
に
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
投
資
を
す

る
上
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

を
し
な
が
ら
財
源
を
確
保
す
る
必

要
も
あ
る
中
で
、
周
辺
施
設
も
含

め
て
総
合
的
に
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
総
論
は
賛
成
で
あ
る
が
、
特

別
委
員
会
の
設
置
を
提
案
す
る
。

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

討
論
議
案



編
集
後
記

　

２
月
３
日
（
月
）
は
、
節
分
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
節
分
に
ち
な
ん
だ
こ
と
を
何
か
行

わ
れ
ま
す
か
？

　
「
節
分
」
と
は
、
各
季
節
の
始
ま
り
（
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、

立
冬
）
の
前
日
の
こ
と
と
さ
れ
、
文
字
ど
お
り
「
季
節
を
分
け

る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

色
々
な
昔
の
な
ら
わ
し
や
言
い
伝
え
か
ら
、
今
で
は
豆
ま
き

や
恵
方
巻
き
を
食
べ
る
こ
と
が
定
番
と
な
り
、
お
店
に
も
ず
ら

り
と
商
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
き
ち
ん
と
あ
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
守
ら
れ
て
い
る
風
習
も
あ
り
ま
す
。
季
節
の
折
に
、

そ
の
風
習
を
守
れ
た
ら
一
番
い
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
現

は
で
き
て
い
な
い
の
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

　

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
伝
統
や
風
習
を

考
え
る
一
日
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

府
中
市
に
お
い
て
も
5
月
19
日
（
火
）
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
皆
様
も
一
緒
に
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
ま
た
府
中
市
に
と
っ
て
良
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！�

（
加
納
孝
彦
）

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
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０
８
４
７
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３
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５
―
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２
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12月議会での各議員の議決結果�（賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（－議長は採決に加わらず、欠は欠席、×は反対、○は賛成、棄は棄権、除は除斥…本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 議員名

議案名

加
藤　

吉
秀

芝
内　

則
明

福
田　
　

勉

森
川　
　

稔

広
瀬　

和
彦

安
友　

正
章

岡
田　

隆
行

楢
﨑　

征
途

土
井　

基
司

水
田　
　

豊

加
納　

孝
彦

山
口　

康
治

本
谷　

宏
行

三
藤　
　

毅

加
島　

広
宣

大
本
千
香
子

田
邉　
　

稔

橘
髙　

尚
裕

丸
山　

茂
美

棗
田　

澄
子

修正案１ 令和元年度府中市一般会計補正予算（第3号）について（基本構想策定業務委託料600万円➡0円に） － × × × × × ○ ○ × × × × × × × × × × × ×

修正案２ 令和元年度府中市一般会計補正予算（第3号）について（基本構想策定業務委託料600万円➡300万円に） － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
予 算 令和元年度府中市一般会計補正予算（第3号）について（修正部分を除く） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請 願 高校卒業年齢まで子どもの医療費助成を求める請願 － 〇 × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ×
意見書 地域医療構想の実施にあたり、住民の声を反映させることを求める意見書について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　10月21日に、防災士の皆さんと総務文教委員会で意見交換会を
行いました。
　防災士の活動内容、行政に対する要望、市の防災、情報受伝達、
避難所の設備等について、貴重なご意見をいただきました。
　今後の防災対策に生かせるように取り組んでいきます。

防災士の皆さんとの意見交換会

賑わいづくり特別委員会設置！

賑わいづくり特別委員会名簿� 　　◎委員長　○副委員長

◎�棗田　澄子　○土井　基司　　田邉　　稔　　山口　康治
　加納　孝彦　　広瀬　和彦　　福田　　勉　　芝内　則明
　加島　広宣　　楢﨑　征途

府中市内の賑わい創出をおこなうため新たに特別委員会の
設置をおこないました。

議会の動き（10～12月）

10月7日	 広報広聴特別委員会（編集作業）
10月7日	 議会改革特別委員会（第23回）（議員報酬・政

務活動費について）
10月7日	 議会改革特別委員会全体会（定数・報酬・政務

活動費について）
10月8日	 議会運営委員会（所管事務調査）
10月16日	 建設委員会（所管事務調査のまとめ）
10月16日	 広報広聴特別委員会（議会報告会の協議等）
10月21日	 議会改革特別委員会（第24回）（答申素案につ

いて）
10月21日	 総務文教委員会（所管事務調査）
10月24日	 議会運営委員会（議会報告会の協議等）
10月24日	 広報広聴特別委員会（議会報告会の協議等）
10月28日	 議会報告会リハーサル			 
10月29日	 厚生委員会（所管事務調査のまとめ、請願の継

続審査）
10月31日	 議会運営委員会（定例会の運営）
11月5日～11月8日・10日　議会報告会	
11月11日	 総務文教委員会（所管事務調査のまとめ）
11月18日	 議会改革特別委員会（第25回）（議会報告会に

おける議論のまとめ）
11月21日	 厚生委員会（請願の継続審査）
11月26日	 議会運営委員会（定例会の運営）
12月2日～12月16日　12月定例会	
12月6日	 議会運営委員会（定例会の運営）
12月10日	 総務文教委員会（議案の審査）
12月11日	 厚生委員会（議案の審査）
12月12日	 建設委員会（議案の審査）
12月16日	 議会運営委員会（定例会の運営）
12月16日	 賑わいづくり特別委員会（正副委員長の互選）
12月17日	 広報広聴特別委員会（編集作業）
12月18日	 議会改革特別委員会（第26回）（報告書のまとめ）
12月23日	 賑わいづくり特別委員会（所管事務調査）
12月23日	 議員全体会（勉強会）
12月23日	 議会運営委員会（所管事務調査）
12月24日	 総務文教委員会（勉強会）
12月25日	 賑わいづくり特別委員会（所管事務調査）

視察の受け入れ

10月30日	 香川県小豆島町（小中一貫教育について）
10月31日	 北海道室蘭市（地方独立行政法人　府中市病院

機構について）
11月7日	 北海道深川市（コミュニティスクールの取り組

みについて）


